
【ノートパソコン推奨スペック、チェックリスト】

分類 項目 チェック

OS Windows11 macOS

CPU
第11世代 Intel®Core i5以上

またはAMD Ryzen 5 第５世代3GHz相当以上
Apple M2 以上

メモリ

ストレージ（SSD）

駆動時間
（カタログ値）

重量

ディスプレイ

タッチパネル 指定なし -

無線LAN ○ ○

キーボード ○ ○

カメラ ○ ○

マイク ○ ○

USB
Type-A

○ ○（変換コネクタ必須）

USB
Type-C

○ ○

イヤホンジャック 指定なし 指定なし

DVDドライブ 指定なし 指定なし

HDMIポート ○（コネクタ代用可） ○（変換コネクタ必須）

有線LAN 指定なし 指定なし

SDカードリーダー 指定なし 指定なし

・モバイルバッテリー購入を推奨
・USB Type-Cや、HDMI等の接続を可能とする
USBハブや変換コネクタを必要に応じて持参する
ことを推奨
・Officeソフトおよびウィルス対策ソフト購入不要
（大学で包括契約しており無償提供しているため）
※なお、Officeソフトおよびウィルス対策ソフトは、
入学後にインストール可能です。

・モバイルバッテリー購入を推奨
・USB Type-Cや、HDMI等の接続を可能とする
USBハブや変換コネクタを必要に応じて持参する
ことを推奨
・Officeソフトおよびウィルス対策ソフト購入不要
（大学で包括契約しており無償提供しているため）
※なお、Officeソフトおよびウィルス対策ソフトは、
入学後にインストール可能です。
・USB Type-AおよびHDMIポートの変換コネクタ
必須
・授業では、WindowsOSの操作を基本に説明され
る。 macOSはWindowsと操作性が大きく異なるた
め、アプリインストール等、自己の責任において
実施できるスキルが求められる。自信が無い方
はBYOD端末として選択することを避けることが推
奨される。

ノートパソコンの必携について
新入生のみなさま
　北海道教育大学では、授業（講義・演習・実験・実習）や課題・レポートの作成・提出、授業の履修登録、成績閲覧など、大学の教育研究活動において、
個人のノートパソコンを利用するBYOD（Bring Your Own Device）を導入しています。
  特別な事情がある場合を除き、新学期の授業開始までに自分専用のノートパソコンをご準備ください。

授業開始までに準備していただくノートパソコンについて
  準備していただくノートパソコンのスペックは、下記【ノートパソコン推奨スペック】及び【各専攻・グループ等からの留意事項】を参照してください。なお、す
でにお持ちのノートパソコンが、これらの条件を概ね満たしている場合は、新たに購入する必要はありません。
   この推奨スペックは、卒業・修了まで使っていただくことを想定していますが、在学中の買い替えを妨げるものではありません。 少なくとも在学中は、オペ
レーティング・システム（OS）のサポートが終了しないものを用意してください。 また、下記「ノートパソコン推奨スペック」の備考欄の内容も考慮してくださ
い。

備考

基礎スペック

14インチ以上推奨

詳細

インターフェース類

最低：8GB、推奨：16GB以上

256GB以上

9時間以上

1,600g未満推奨



【各専攻・グループ等からの留意事項】

　「ノートパソコン推奨スペック、チェックリスト」以外に専攻・グループ等によって以下の留意事項があります。

※経済的事情によりノートパソコンを用意することが困難な場合

　経済的事情によりノートパソコンを所有することが困難な学生のうち、希望者には大学からノートパソコンを原則６か月間無償で貸与しています。

　貸与希望者は、３月２８日までに教育支援グループ（hak-gakumu@j.hokkyodai.ac.jp）にE-Mailで連絡をしてください。

　なお、貸与できるパソコンの数には限りがあります。申請が多数の場合は抽選により貸与対象者を選定します。

・オンラインでのTOEIC-IP受験に備え、イヤホンジャックが使用できるようにしてください。
・ディスプレイに関しては13インチ以上でも可とします。（地域協働専攻地域環境科学グループを除く。）

・macOS では動作保証できないソフトウェアを使用することがあるため、Windows搭載の PC を用意することを勧めます。
・ディスプレイサイズは 14 インチ以上を推奨しますが、13.3 インチ以上も可とします。

・Microsoft office対応の機種であれば、「ノートパソコン推奨スペック、チェックリスト」に記載のある項目を満たしていなくても構いません。

地域協働専攻地域環境科学グループ

養護教諭特別別科

全専攻・特別別科共通


